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1. はじめに 

 ここから本文を書き始めます．新規投稿は 8〜10

ページの範囲，改訂論文は 8〜12 ページの範囲とし

ます．参考文献のナンバリングは[1], [2], [3]と
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3. 研究手法 
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5. 結果と考察 
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7. おわりに 
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表 1. 図表は可能な限り四隅に配置 

 価格 [円] 色 重さ [g] 
りんご 120 赤色 3.59 × 10! 
みかん 230 橙色 0.29 × 10! 
バナナ 90 黄色 3.12 × 10! 

表線は意味のある箇所のみに引くこと 
小数点以下の桁数は適切な範囲とすること 


